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平成 20 年 12 月期 中間期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 20 年 12 月期（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）の中間期業績予想について、

平成 20 年 2 月 8 日付け当社「平成 19 年 12 月期 決算短信（非連結）」において発表いたしま

した平成 20 年 12 月期 中間期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

なお、配当に関しましては、当初計画とおり期末配当金 15 円（年間配当金 15 円）を予定し

ております。 

 
記 

 
1. 平成 20 年 12 月期中間期業績予想の修正（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 予 想 （ Ａ ） 6,000 △80 △70 △75

今 回 修 正 （ Ｂ ） 4,845 △238 △216 △141

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1,155  △158 △146 △66

増 減 率 △19.2％ － － －

前中間期（平成 19年 12月中間期）実績 6,064 52 76 41

（注）「今回修正」欄は実績数値であり、詳細につきましては今後発表の「平成 20 年 12 月期 中間決算短

信（非連結）」をご参照ください。 

 
2. 修正理由 

【 売 上 高 】 

当社の売上高の大きなウェイトを占める飲食料品小売業界及び外食産業界は、個人消費の後退

傾向を受け、急速に店舗投資を控えるなど、商業施設分野を中心に厳しい状況が続きました。 

この結果、主要顧客のチェーン企業等の新規出店数が出店計画数を下回っていること等により、

売上高は 4,845 百万円と前回予想（平成 20 年 2 月 8 日発表）と比して１,155 百万円（19.2%減）

の減少となりました。 

【 経 常 利 益 】 

粗利面に関しましても、利益率向上に努めましたが、売上高の減少により、経常利益は△216

百万円と前回予想と比して△146 百万の減少となりました。 



【当期純利益】 

平成 20 年 12 月期中間期（平成 20 年１月１日～平成 20 年 6 月 30 日）において投資有価証

券評価損を 45,134 千円、役員退職慰労金規程の廃止にともない過年度及び今年度に引当計上し

ていた役員退職慰労金 39,600 千円を当中間会計期間において全額戻し入れ致します。 

この結果、当期純利益は△141 百万円と前回予想と比して△66 百万円の減少となりました。 

 
 なお、平成 20 年 12 月期通期の業績予想につきましては、現在精査中であり、8 月 12 日に予

定しております中間決算発表時にお知らせいたします。 

 
（注）文中の業績数値は実績値であり、詳細につきましては今後発表の「平成 20 年 12 月期 中間決算

短信（非連結）」をご参照ください。 

以上 
 
 


